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健康ふれあい館(大東温泉シートピア)の今後の経営について 

 

１ 健康ふれあい館(大東温泉シートピア)の現状と課題  

 (1) シートピアの位置付け 

・ 年間約 16万人が利用する市南部地域の地域振興拠点 

 (2) 主な経過 

  平成 10年度 完成(総事業費 約 20億円)→９月開業 

  平成 14年度 入館者 100万人達成 

  平成 18年度 入館者 200万人達成 

  平成 20年度 利用料金改定＜大人 950円→510円 子ども 500円→250円＞ 

         うたたね処（休憩室）＜リニューアル工事＞ 

  平成 22年度 入館者 300万人達成 

  平成 25年度 レジオネラ属菌検出 

入館者 400万人達成 

  平成 28年度 新指定管理者の選定(H28～R2) 

         ＜掛川市生涯学習振興公社(旧大東振興公社)→(株)ユアーズ静岡＞ 

  平成 29年度 レジオネラ属菌検出 

令和元年度  プール休止＜施設・設備の老朽化＞ 

 (3) 経営状況   

①利用客の状況 

・ 利用客数は減少傾向 

利用客数  H11：32.6万人→H19：22.3万人→H21：25万人 →H30：16.6万人 

入場料収入 H11：1.9億円 →H19：1.1億円 →H21：1.1億円→H30：0.7億円 

・ 利用客の約３割が掛川市民 

 ②シートピアへの財政支出 

・ 平成 30年度までに建設や運営に支出した市費は累計約 34億円 

・ 近年は、利用客の減少や老朽化等により、年間約１億円の市費で収支赤字を補填 

③専門機関が指摘する経営上の問題点 

・ 低迷する収入 ※収支均衡には利用客数もしくは客単価を２倍にする必要有 

・ 削減が難しい支出  ※修繕費の増加、借地料負担 

・ 市費投入額の拡大  ※運営・維持管理に平均 7,000万円/年市費投入 

          ※特に近年は約 1億円/年市費投入 

  ④見直しの必要性 

・  本来は定期的なリニューアルが必要ですが、短期間の契約である指定管理者

や財政状況が厳しいなか増加する修繕費を負担する市では、充分な投資が出来

ておりません。 

・  厳しい財政状況の中、このままでは経営継続は難しく、南部地域振興という目

的を達成することが困難であり、経営を見直す時期にきています。 
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 (3) 民間活力による経営再建の可能性 

  ①民間活力による経営再建の可能性 

・  温浴施設は、民設民営の施設が多く存在しており、民間事業者の活力を活かし

た経営改善と地域振興を期待できる施設です。 

・  昨年地区説明会を開催しました公共施設再配置方針の中で、「令和元年度～令

和 10年度の 10年間に譲渡の方向で検討していく」としています。 

   

  ②温浴施設関係民間事業者６者へのヒアリング結果 

・  シートピアの運営をそのまま引き継ぐことに興味を示したのは、６者中１者

でした。 

・  「温泉が出る」ということに興味を示したのは、６者中３者でした。 

・  以上により、老朽化した施設については厳しい認識ではあるものの、少なくと

も「温泉」については魅力に感じる民間事業者が一定程度存在することが分かっ

てきました。 

 

２ 健康ふれあい館(大東温泉シートピア)の今後の経営について  

(1) 基本方針 

  南部地域振興を引き続き進めます。 

 →「海岸線地域振興ビジョン」を令和２年度中に策定します。 

  ビジョンの策定と一体的にシートピアの民間譲渡を進めることで、南部地域振

興をより効果的に進めます。 

(2) シートピアの民間譲渡方針 

①民間の力を最大限に活かし南部地域振興を推進するため、市による運営(指定管理)

を民間運営に切り替えます。 

  ②令和２年 10 月より民間譲渡活動を開始し、令和３年度中に譲渡先を決定すること

を目指します。 

③譲渡先が地域資源を活かした新たな事業活動を行って頂きます。 

   

④民間事業者の創意工夫を最大限活かすことができるようにするため、事業者の意向 

を確認しながら、以下の選択肢を含め検討していきます。 

1. 譲渡先が現状のままでの営業継続 

2. 現施設を解体し譲渡先が再投資した上で温浴施設を経営 

3. 現施設を解体し譲渡先が再投資した上で温浴施設以外の地域振興施設を経営 

 (3) 現施設の運営 

  現指定管理期間の令和２年度中は指定管理者による運営を継続 

  指定管理期間満了後の令和３年度以降は、譲渡先との調整が完了するまでは

「営業休止」 


